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大
小
八
つ
の
キ
ャ
ン
プ
場
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
が
隣
接
し
て
お
り
、
春
は
桜
、
夏
は
川
遊

び
や
魚
釣
り
、
秋
は
紅
葉
と
季
節
ご
と
の
楽
し

み
が
あ
り
、
休
日
に
は
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど

で
賑
わ
い
ま
す
。

■
滝
と
岩
の
渓
谷
美
「
不
動
滝
」

　

付
知
峡
の
中
で
も
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
名

所
「
不
動
滝
」
は
、
断
崖
上
の
展
望
台
か
ら
見

下
ろ
す
こ
と
が
で
き
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン

の
綺
麗
な
水
が
目
を
引
き
ま
す
。

　

四
季
折
々
に
美
し
い
こ
の
場
所
に
は
伝
説
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
今
か
ら
八
百
年
以
上
前
の

こ
と
、
こ
の
地
に
住
ん
で
い
た
高
僧
智
証
和
尚

を
村
人
が
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼
ら
が
投

げ
捨
て
た
和
尚
の
屍
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
ま

る
で
生
き
物
の
よ
う
に
川
を
遡
り
や
が
て
こ
の

滝
に
流
れ
着
い
た
袈
裟
は
滝
壷
で
い
つ
ま
で
も

渦
を
巻
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
霊
を
慰
め

る
た
め
祀
ら
れ
た
の
が
不
動
明
王
。
今
で
は
目

の
神
様
と
し
て
参
拝
す
る
人
も
多
い
よ
う
で

す
。

　

周
辺
は
、「
不
動
公
園
」
と
し
て
遊
歩
道
が

整
備
さ
れ
、「
観
音
滝
」「
仙
樽
の
滝
」
も
巡
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
人
を
寄
せ
付
け
な
い
「
百
間
滝
」

　

不
動
滝
の
上
流
は
、
更
に
断
崖
絶
壁
の
急
峻

な
地
形
を
呈
し
て
お
り
、
国
有
林
入
口
か
ら
東

股
本
谷
を
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
遡
っ
た
所
に
「
百

間
滝
」
が
あ
り
、
林
道
際
の
展
望
台
か
ら
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
百
間
滝
は
、
断
崖
絶
壁
に
囲
ま
れ
て
い

る
た
め
、
滝
壺
に
は
近
づ
け
ず
神
秘
的
で
す
。

■
周
辺
の
山
々
を
一
望
で
き
る
「
夕
森
山
」

　

下
浦
林
道
登
山
口
か
ら
山
頂
ま
で
は
約
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
約
三
時
間
で
す
。
登
山
道
は
苔
石

と
オ
シ
ダ
が
茂
る
う
っ
そ
う
と
し
た
森
林
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
夕
森
山
」
の
標
高
は
一
、五
九
七
ｍ
で
山
頂

か
ら
は
、
霊
峰
「
御
嶽
山
」
を
は
じ
め
「
恵
那

山
」、「
小
秀
山
」
な
ど
周
辺
の
山
々
を
望
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
所
在
地

　

岐
阜
県
中
津
川
市
付
知
町

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

　
［
公
共
交
通
機
関
］

　

 

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
中
津
川
駅
下
車
、
北
恵
那
交

通
バ
ス
「
付
知
峡
・
倉
屋
温
泉
行
」
約
五
十

分
「
付
知
峡
倉
屋
温
泉
」
か
ら
徒
歩
約
九
十

分

　
［
自
家
用
車
］

　

 

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
～
国
道
二
五
七

号
・
国
道
二
五
六
号
を
下
呂
方
面
へ
約

四
十
五
分

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

付
知
町
観
光
協
会

　

電
話
番
号　

〇
五
七
三
―
八
二
―
四
七
三
七

　

岐
阜
県
中
津
川
市
付
知
町
の
中
央
を
流
れ
る

付
知
川
の
上
流
部
は
「
付
知
（
つ
け
ち
）
峡
」

と
呼
ば
れ
左
に
西
股
谷
、
右
に
東
股
谷
と
分
か

れ
ま
す
。
こ
の
付
知
峡
は
、「
森
林
浴
の
森
日

本
一
〇
〇
選
」「
岐
阜
県
の
名
水
五
〇
選
」「
飛

騨
・
美
濃
紅
葉
三
十
三
選
」
に
選
ば
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
回
は
東
股
谷
を
紹
介
し
ま
す
。

■
「
キ
ャ
ン
プ
場
」
が
い
っ
ぱ
い

　

国
道
二
五
六
号
線
付
知
峡
口
か
ら
北
へ
入
っ

て
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
付
知
川
河
畔
に
は
、 青色の清流をたたえる付知川とキャンプ場

伝説が残る不動滝

付知裏木曽国有林から夕森山を望む

展望台から見た百間滝


